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第２回議員政治倫理条例策定特別委員会会議録 

 

１ 開会日時 令和元年７月29日（月）午前10時50分 

２ 閉会日時 令和元年７月29日（月）午前11時10分 

３ 会議場所 議会協議会室 

４ 出席委員        

       １番 永徳 省二君   ２番 大森 進次君   ３番 佐藤  武君 

       ４番 佐々木雄司君   ５番 光成 良充君   ６番 保田  守君 

       ７番 大口 浩志君   ８番 治徳 義明君   ９番 原田 素代君 

      １１番 松田  勲君  １２番 北川 勝義君  １３番 福木 京子君 

      １４番 佐藤 武文君  １５番 岡崎 達義君  １６番 下山 哲司君 

      １７番 実盛 祥五君  １８番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      １０番 行本 恭庸君 

６ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  元宗 昭二君      主    幹  黒田 未来君 

７ 協議事項 １）委員会の進め方について 

       ２）その他 

８ 議事内容 別紙のとおり 
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              午前10時50分 開会 

○委員長（治徳義明君） ただいまから第２回議員政治倫理条例策定特別委員会を開催いたし

ます。よろしくお願いいたします。 

 改革委員会からの引き続きということで、大変ですけど、よろしくお願いいたします。 

 ただいま行本委員は欠席されておりますので、御報告をさせていただいております。そし

て、北川委員のほうから所用のために途中退席というのを申し出がありました。これを了解し

ておりますので、皆様よろしくお願いを申し上げます。 

 本日は、協議事項としまして、委員会の進め方、大枠的な進め方、タイムスケジュールも含

めて、そういったことを御協議をお願いしたいと思います。そして、その他。２項目で行って

まいりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、協議事項１、委員会の進め方につきましてですけれども、Ａ４のペーパーを提示

させていただいておりますけども、議員政治倫理条例策定特別委員会の進め方（案）として提

示させていただきますので、若干説明をさせていただきます。 

 タイムスケジュールとしましては、令和元年から令和２年度の12月議会で本会議に提出とい

うふうな形で、ゼロベースから協議しますので少し時間がかかるだろうということで、そうい

う形でタイムスケジュールはありまして、まず初めに条例構成の検討をさせていただいて、そ

して条例構成の検討が終わりましたら条例項目ごとの検討をさせていただいて、条例案を策定

させていただいて、大枠的には市民の皆様にパブリックコメントを求めて、そして12月に条例

案として本議会のほうへ提案という形になるんですけれども、そういった大枠的なスケジュー

ルで進めさせていただきたいと思うんですけども、皆様御意見がありましたら。 

○委員（北川勝義君） ちょっとええですか。 

○委員長（治徳義明君） はい。 

○委員（北川勝義君） 令和２年のパブコメじゃあな、意見公募。これは、やらにゃあいけん

のんかな。どんなんですか。 

○委員長（治徳義明君） 条例をするに当たって、市民の皆さんの御意見を反映するというの

は１つの条例をつくる大きな、どの程度コメントがあるかはまた別としまして、市民の皆さん

に提案をさせていただいて御意見を伺う、市民の皆さんの御意見を反映していくというのは１

つの恒例だと思うんですけど。 

○委員（北川勝義君） いやいや、ちょっとええかな。 

○委員長（治徳義明君） はい。 

○委員（北川勝義君） 政治倫理審の条例を策定するわけじゃろう。やるわけじゃろう。じゃ

から、今、条例をするんじゃったら市民のパブリックコメントを聞いたほうがええけど。そり

ゃあ例えば登庁時間を６時までにするとかなんとか、それが大事な大きい関心の、これは議員

自身が決める、パブリックコメントまでせんでもええんじゃねんかなと思う。せにゃあおえん
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のじゃったらすりゃあええんじゃけども、今、委員長が言われたのは条例をつくるときはパブ

リックコメントをせにゃあおえんのじゃというような言い方。条例をつくるときパブリックコ

メントやこしょうりゃへんよ。ちょっとそこは違うよと思うて。 

○副議長（岡崎達義君） よろしいか。 

○委員長（治徳義明君） 岡崎委員。 

○副議長（岡崎達義君） 今、北川委員が言われたように、制度の改正とかそういうもんじゃ

ないんで、あくまで我々議員にとっての倫理の条例ですから、パブリックコメントっていうの

はなじまんのじゃないかなと思うんです。これは、パブリックコメントを求めると、条例が物

すごい複雑になる可能性がありますからね。条例という以上は、余り複雑にしないほうがいい

と思うんです。ですから、余りパブリックコメントを求めて、それを条例の中に入れていくっ

ていうことは、ちょっと倫理条例としてはなじまないんじゃないかなと私は思います。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに。 

 原田委員。 

○委員（原田素代君） 基本的には条例については全部パブコメを出してると私は認識してい

ます。 

○委員（北川勝義君） 全部出しょうるか。 

○委員（原田素代君） はい、条例ですから。 

 それと、これが議会からつくるといっても、当然それを入れる入れないはここの皆さんの意

向ですし、私はやはり市民にもこういう関心を持ってもらうためにもパブコメで皆さんに知っ

ていただくという役割も含めてやったほうがいいと思います。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに今の件で御意見はございませんか。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） そもそも条例とは何ぞやっていうところを疑問に感じまして、ちょ

っと今、条例について調べてみたんですが、条例とは憲法94条に基づくものだというふうにさ

れているようで、法律、政令とは別に、その地方の事務に関し、議会の議決を経て独自の法規

を制定できると憲法に書かれているんで、それに由来されて条例というものがあるんですよ

と。その条例の正体とは何ぞやっていったら、法律やあるいは憲法というものがそこにあっ

て、それが地域の独自のルールを定めなければいけない場合に、それを条例と呼んでそこに定

めるんだというふうな、そういうような説明になっているんですけども、ということになった

ら、パブリックコメントを受ける受けないというのは、誠実な姿勢としてはパブリックコメン

トを出すべきなんでしょうけども、じゃあパブリックコメントをとらなければ事が足りないの

かと言われれば、我々選挙で選ばれてる住民の意見ですから、我々自身が、だから議会と制定

されているんだと思うので、解釈的には我々が住民の意見を代表してる現在、我々が決めてい
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けばいいんでしょう。別にパブリックコメントをとらなくても。その上で、誠実な議会の姿勢

としてパブリックコメントを出したほうがよりいいですよねというところの範囲のお話なんだ

と思うんですよ。だから、そこのところを、よりいいですよねというところを我々がどこまで

踏み込んで考えるかというところをぜひ議論させていただきたいなと思いますけど。 

○委員（北川勝義君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 北川委員。 

○委員（北川勝義君） さっき原田委員が、条例は、僕は違うと思うとるけえ今確認した。全

部パブリックコメントをとりょうるように言われたんじゃけど、とってねえからな。条例とり

ょうらんのんじゃ、パブリックコメント。そんなもんとりょうらんから。そんなこと全部と

る、条例が何ぼ変わって、とりょうりませんから。委員長も勘違いのことじゃのうて、このこ

とでパブリックコメントをするとかせんかというのは、それはええんじゃけど、原田さん、全

ての条例でとりょうるというたら大間違いで。 

○委員長（治徳義明君） はい、わかりました。その辺はちょっと調べてみて。 

 原田委員。 

○委員（原田素代君） うちの基本条例の中に、市民参加及び情報公開と第５条にあるんです

けれども、要するに、議会としてさまざまな条例を含めて活動していく上で、それが市民の皆

さんにきちんと伝わっていく努力をしなきゃいけないというふうにうたっています。岡崎さん

の危惧っていうのがよくわからないんですけども、市民の方が入ることによってこの政倫審の

条例が何かしら進みにくいとか混乱するとかっていう心配は私の中ではなくて、こういう基本

条例からいうと、私たちが独自で議会で条例をつくろうとするときに市民の皆さんの意見もい

ただきながらつくっていかなければならないという、５条を見る限りでは私はいいか悪いかと

いうよりも当然のことだというふうには思っています。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。 

 そのほかにこのパブコメについての御意見ございませんでしょうか。 

 福木委員。 

○委員（福木京子君） 基本条例に載っとんだから、できるだけやっぱりその努力をしたほう

がいいんじゃないかなと。 

○委員長（治徳義明君） え。 

○委員（福木京子君） 基本条例に載っているんだから、今、原田委員が言われたように。私

としては、原田委員と一緒で、一定程度やっぱり市民に知らせて、何かあったときにはそこで

入れるという、そうしたほうがいいんじゃないかなと思います。 

○委員長（治徳義明君） そのほかに御意見ないよう……。 

○副議長（岡崎達義君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 岡崎委員。 
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○副議長（岡崎達義君） 今、私のあれがわからないって言われたんですけど、ともかく倫理

条例っていうのは議会の議員の倫理に関しての条例を制定するわけですから、一々パブリック

コメントを求める必要はないと思うんです。それに対してまた意見があって、ここはどうして

も直さなければならないなと思えば、またそこの委員会をつくって直せば済むことであって、

全くこの倫理条例に関しては市民の意見というのはなじまないと私は思ってます。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（治徳義明君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） もし岡崎さんが言われていることをここの場に置くんでしたら、独

自ルールととられかねないんで、住民の方々から、だから独自ルールとしてとられないため

に、そういう考え方であればむしろオープンにして、住民の方々からこういう議会にも声を求

めていきますよというようなものを取り入れるために、したほうがいいかもしれないですね。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） へりで聞きょうったら、もう腹が立ってくることがある。大体、議員

がこういうことで議員を制する条例をするわけじゃから。じゃけえ、問題を起こしたのに平気

な顔してえてから、今まで問題起こして迷惑かけてえてから、はあ日が過ぎたら知らん顔した

ようにちゃあちゃあちゃあちゃあしゃべるけど、ちいとそういうことをせんようにするために

するんじゃから。じゃから、市民に求める内容とは違うんじゃけえ。自分らで自分らを戒める

ための条例をするわけじゃから、何もパブリックやこうせんでも、議員がしっかり議員の中で

検討すればええんじゃけえ。やっぱりそういう考え方になってもらいたい。 

○委員（北川勝義君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） はい。 

○委員（北川勝義君） 委員長、言い方悪いけど、僕はパブリックはせんでもええと思うんじ

ゃけど、それからもしそれがええとか決まったことには従います。ただ、１個だけお願いしと

きてえのは、さっき委員長も勘違いしとって、原田さんも勘違いして、条例は全部パブリック

しょうるというて、してないんじゃから。こんなとこに議会のこねんしてしょうるときに間違

うたことを言うたらいけんよ。訂正ぴちっとしてなかったら。今まであった条例、何かやっと

ったら教えて。ねえから、そりゃあ。 

○委員長（治徳義明君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 何か今、下山さん、僕のことを言われたんじゃろうかなと思うて、

何かちょっと……。 

○委員（下山哲司君） いや、そういうことを思うとんか。 

○委員（佐々木雄司君） いやいや、何か僕のことを言われてなきゃええんじゃけど。 

○委員長（治徳義明君） 済いません。委員会なんで、ちょっと済いません。静粛にお願いし
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ます。 

○委員（佐々木雄司君） 僕のことを言われてなきゃええんじゃけど、何か急にしゃべり出し

てどうしたこうしたというのが僕のことを指しとんじゃったら、僕は今までどおりじゃし、こ

れからもこうじゃし、別に変わっとるとこはありませんからということをこの場で表明したい

と思いますんで。 

○委員（下山哲司君） いや、変わらにゃあいけん言よんよ。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。パブリックコメント、よろしいか。 

 そのほかにもうないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。パブリックコメントにつきましては、物す

ごく賛否のあるみたい、賛成の人の御意見もよくわかりますし、反対の人の御意見も１つの筋

論としてあるので……。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 学者に聞いたら、議員が倫理規程やこうつくらにゃならんこと自体が

議員の能力不足と自制不足じゃというて、学者はそう言うんよ、聞いたら。じゃから、そうい

うことをせにゃあならんということは赤磐市議会が悪いんじゃから。何も文句を言われる筋合

いはありゃあせん。 

○委員（北川勝義君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） はい。 

○委員（北川勝義君） ちょっと、さっきここで言うた話、委員長、副委員長よく聞いて。原

田委員は全ての条例のときはパブリックコメントをとらにゃおえんのんじゃというて、しとん

じゃというて言われたんじゃから、そりゃ違うんじゃから。それをしとるから、いや、このこ

とについてはパブリックにするにしてもええかも、皆さん賛成になったらしてもええんじゃ。

僕はするべきじゃねえと思う、してもええんじゃけど。全ての条例へなっとるからということ

を条件で言うてもろうたら違うよ。そこだけぴちっとして。委員長も先ほどなっとるように言

ようったが。絶対間違うとるよ。よう勉強せられえ。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。それは、原田委員さんも、よりよいという

ことに変更されました、変更。意見を変更されました。 

 よりよいためにパブコメをとりましょうみたいな、意見は変更されたと思うので。 

 このパブコメにつきましては……。 

○副委員長（佐藤 武君） 一応案ですから、きょうの案で、パブコメについては皆さんの御

意見をいただいて、また再度詰めていきたいと思います。 

○委員長（治徳義明君） そういうことでお願いいたします。 
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○委員（原田素代君） それで、ちょっと全体に戻った意見でいいですか。 

○委員長（治徳義明君） どうぞ、原田委員。 

○委員（原田素代君） この案、スケジュールを見ましたけど、随分ゆったりしてるなあとい

う印象があって、これ、基本は月１ぐらいのイメージですよね。 

○委員長（治徳義明君） そうです。 

○委員（原田素代君） だから、月１にやるのにこれだけの時間かけなくてもいいんじゃない

かなと思うんですけど、ちょっとその辺の理由を……。 

○委員長（治徳義明君） わかりました。 

○委員（北川勝義君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） はい、どうぞ。 

○委員（北川勝義君） 今、原田さんが言って、僕も思ようったんが、来年の12月というた

ら、すぐ３月には選挙で、ここへおる人はおられる人もおるけど、トップ当選せられる方やこ

うはおられるけど、一番下位のほうへおる僕らやこうはいつどうなるかわからん、定数削減さ

れてもいろいろあるんじゃけど、とりあえず月１回のペースでいくんじゃったらもっと早うで

きるんじゃねえかというのが１つ僕はあるのと、それから早急にやるべきじゃねんかというの

で、これは全員で今18人でやりょうって、もめることばあじゃがん。じゃあから、各委員会と

かで代表者に２人ずつとか出ていただいて、委員長、副委員長に互選を任せてもええんじゃけ

ど出てもろうて、次のときには決めて、こういうなのをやりてえというふうに小委員会で進め

てもろうて、半年に一遍ぐらいぽんと大事なことをこうやりましたというのをやってもろうた

ほうがええんじゃねんか。そうせなんだら切りがねえと思う。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。今、北川委員さん……。 

○委員（北川勝義君） ちょっと待って。今のパブコメのことも踏まえて相談してください。

そうせなんだら……。 

○委員長（治徳義明君） 北川委員さんのほうから御提案がありましたけども、私ども委員

長、副委員長、事務局との協議の中で、条例の大枠的な構成が終わった段階で、細かいことを

決めるときには小委員会の提案をさせていただいて、深い議論をしないと、１つの大きな正し

いモデルがあるわけでもないので、ゼロ……。 

○委員（下山哲司君） 常識というモデルがあるがな。 

○委員長（治徳義明君） いやいや、案を決めるときの、やっぱり物すごく深い議論が必要な

ので、小委員会のほうで練らせていただきたいという、こういう意向がありますので、次回に

提案させていただこうと思ってたんですけど、今、北川委員のほうから御提案があったので、

そういう方向でさせていただきたいと。18人で全ての詳細部分までを議論するということにな

っては物すごく時間がかかってしまう可能性もあるので、そういうことにさせていただきたい

と思ってます。 



- 8 - 

 原田委員。 

○委員（原田素代君） ですから、それも含めてこのスパンですかということです。もうちょ

っと短い期間、例えば途中で、当初は２年度の12月議会と思ってても、もうちょっと早くでき

るっていう、前倒しになるような、その辺も考えていいっていうことですか。 

○委員長（治徳義明君） そういうこと。原田委員の言われるとおり、最終が12月議会じゃな

いと、その次の３月議会ということになったらもうだめになってしまうので、ただ慎重にやっ

ていかなきゃいけないのも事実です。条例をつくるというたら重たいものでもありますので、

その辺を御理解いただきまして……。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 早くという声も今上がってますけども、時間的な概念は一人一人違

うので何とも言えないところがありますけども、ある程度時間をかけて議論をしていかない

と、急ごしらえでつくった条例という、将来においてこの条例に基づいて何か大きな判断を私

たち市議会が下さなければいけないという、そういう場面に遭ったときに、急ごしらえの条例

みたいな感じで我々の議決が法的にひっくり返される可能性もあるので、やっぱりそこのとこ

ろは対外的に見て条例という、委員長が言われるように重たいものですから、時間をかけてじ

っくりそういうそしりを受けないためにやっていく必要がむしろあるんじゃないかなというふ

うに思います。 

○委員長（治徳義明君） ありがとうございます。基本的には、今、佐々木委員が言われたよ

うに、ゼロベースからきちっとやっていかにゃあいけないし、簡単に、はいはいとつくるもん

でもないですし、慎重にやっていきたいと思います。できればもう今期というんですか、次の

改選時まで、ぎりぎりまでかかるんではないかと思ってますので、皆さんの御理解、やり方に

つきまして今申し上げましたように、ある段階で小委員会で６人ぐらいで細かい議論をやっ

て、それで中間報告とかそういう報告をしていかないと前へ進まないんではないかなと思いま

すので、大枠的にはそういったことで御了解ください。よろしくお願いいたします。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（治徳義明君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） その場合、法律の専門家、弁護士さんとかそういう第三者を入れて

ください、小委員会。また、小委員会をせずにこの特別委員会で進めていくにしても、弁護士

さんとかオブザーバーの入ってないような状態で進めるというのは非常に危ないと思いますの

で。 

○委員長（治徳義明君） 今、専門家というお話がありましたが、その辺はちょっと想定して

なかったので検討させてください。よろしくお願いいたします。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 何でも言やあほんなら考えるというて、議員が自分らの戒めをするの
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に何で弁護士を頼まにゃならんのんな。そねえな難しいもんか。 

○委員長（治徳義明君） いや、ですから、想定になかったので検討させてくださいと、こう

いうて言っておるだけで、よろしく御理解ください。よろしくお願いいたします。 

 そのほかに何か。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） もう１枚ペーパーをつけてますけども、これは現状の赤磐市議会議

員政治倫理規程でございます。皆さん、また読んどってください。よろしくお願いします。 

 それでは、そういった形で大枠的には進めさせていただきたいと思いますけど、皆さん御了

解のほうをお願いいたします。 

 続いて、協議事項２、その他で何かありましたら。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（治徳義明君） ないようでしたら、次回の委員会の開催につきましては、８月27、

火曜日、議会改革検討委員会終了後に開催させていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上をもちまして第２回議員政治倫理条例策定特別委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

              午前11時10分 閉会 

 

 


